
ま
ず
は
、
何
も
見
ず
に 

書
く
楽
し
さ

 

と
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
書
写
の
か
ぎ 

」
を
意
識
し
て
、

書
く
楽
し
さ

 

と
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

文
字
の
大
き
さ

　
平
仮
名
は
漢
字
よ
り
も

少
し
小
さ
く
書
く
。

 

外
形

　
文
字
の
外
形
を
考
え
て

書
く
と
、
整
っ
た
文
字
に
な
る
。

 

点
画
の
長
さ

　
同
じ
方
向
の
画

が
二
つ
以
上
あ
る

と
き
は
、
そ
の
一

つ
を
長
く
書
く
。

 

点
画
の
間
隔

　
同
じ
方
向
の
画

が
三
つ
以
上
あ
る

と
き
は
、
画
の
間

隔
を
同
じ
く
ら
い

の
広
さ
に
あ
け
る
。

1 3
After

こ
の
シ
ー
ト
の
中
面
に
、
小
学
校
で
学
習
す
る
「
書
写
の
か
ぎ
」
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
か
が
で
し
た
か
？

　
文
字
を
整
え
て
書
く
に
は
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
、
教
科
書
で
は
「
書

写
の
か
ぎ
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
シ
ー
ト
を
裏
返
し
て
、

　
　
で
「
書
写
の
か
ぎ
」
を
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

２ 　
四
つ
の
「
書
写
の
か
ぎ
」
に

照
ら
し
て
、
自
分
の
字
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Before

　
変
化
を
実
感
さ
れ
ま
し
た
か
？

少
し
の
こ
と
で
私
た
ち
の
字
は
変

わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
明
日
か
ら
の
授

業
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

青
山
の
ひ
と
言

青
山
の
ひ
と
言

青
山
の
ひ
と
言

「
書
写
の
か
ぎ 

」
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

2必
見
！

必
見
！

三
分
で
実
感

三
分
で
実
感

美
文
字
シ
ー
ト

美
文
字
シ
ー
ト

編
集
代
表 

青
山
浩
之
先
生 
監
修

「
書
写
の
か
ぎ
」
で
文
字
を
整
え
よ
う
！

「
書
写
の
か
ぎ
」
を
知
る
前
と
後
で
、

私
た
ち
の
字
は
ど
う
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
か
。　

編
集
代
表
の
青
山
で
す
。

こ
の
体
験
シ
ー
ト
を
ご
案
内
し
ま
す
。

気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
資
料
は
、
令
和
6
年
度
小
学
校
教
科
書
の
内
容
解
説
資
料
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
教
科
書
協
会
「
教
科
書
発
行
者
行
動
規
範
」
に
則
っ
て
お
り
ま
す
。

令和 6 教 内容解説資料①
A6551



小学校　書写の学び　

	 姿勢・
	 持ち方

姿
勢
・

持
ち
方

	 始筆・送筆・	
	 終筆

点
画
の
書
き
方

	 横画

	 縦画

	 左はらい

	 右はらい

	 点

	 折れ

	 反り

	 曲がり

	 折れ
	 （ひらがな）

	 結び
	 （ひらがな）

	 筆順 書
く
と
き
の
動
き

	 点画の	
	 つながり

	 書く速さ

	 外形

字
形

	 点画の長さ

	 点画の間かく

	 点画の方向

	 点画の	
	 接し方

	 点画の	
	 交わり方

	 組み立て方

	 文字の中心

	 行の中心

配
列	 文字の大きさ

	 字間・行間

	 筆記具・用紙
筆
記
具

・
用
紙

◌
始
筆
ー
筆
圧
に
注
意
し
な
が
ら
、
鉛
筆
や
筆
を
置
く
。

◌
送
筆
ー
筆
圧
を
変
え
ず
に
書
き
進
め
る
。

◌
終
筆
ー
軽
く
お
さ
え
て
止
め
る
。

字
形

配
列

筆
記
具
・
用
紙

書
く
と
き
の
動
き

姿
勢
・
持
ち
方

点
画
の
書
き
方

「
横
画
」

「
縦
画
」

「
点
」

◌
毛
筆
で
書
く
と
き
の

　
線
の
太
さ
は
、

　
筆
圧
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

◌
穂
先
の
向
き
は
い
つ
も
同
じ
。

文
字
を
書
く
姿
勢

「
横
画
」 「
縦
画
」 「
点
」

鉛
筆
の
持
ち
方

筆
の
持
ち
方

筆
圧
と
穂
先
の
向
き

◌「
左
は
ら
い
」　

　
二
つ
の「
左
は
ら
い
」が
、

　
❶
文
字
の
下
の
方
に
あ
る
と
き
は
、
　

　
　「
左
は
ら
い
」の
方
向
を
近
づ
け
る
。

　
❷
文
字
の
下
の
方
に
な
い
と
き
は
、
　

　
　「
左
は
ら
い
」の
方
向
を
近
づ
け
な
い
。

◌
画
の
方
向
を

　
そ
ろ
え
る
。

◌「
折
れ
」の
方
向

◌「
左
は
ら
い
」の
方
向

◌
画
数
が
少
な
い
ほ
う
の
部
分
を
、
せ
ま
く
書
く
こ
と
が
多
い
。

◌「
か
ま
え
」

　
中
の
部
分
を

　
少
し
小
さ
く

　
書
く
。

◌「
た
れ
」

　
中
の
部
分
を
、

　
文
字
の
中
心
よ
り

　
少
し
右
に
よ
せ
て
書
く
。

◌「
に
ょ
う
」

　「
に
ょ
う
」の

　「
右
は
ら
い
」を

　
長
く
書
い
て
、
上
に
乗
る

　
部
分
の
右
側
を
少
し
あ
け
る
。

「
た
れ
」「
に
ょ
う
」「
か
ま
え
」

点
画
の
方
向

組
み
立
て
方

◌
文
字
の
外
形
を
考
え
て
書
く
と
、	

整
っ
た
文
字
に
な
る
。

◌
同
じ
方
向
の
画
が
二
つ
以
上
あ
る
と
き
は
、
そ
の
一
つ
を
長
く
書
く
。

◌「
横
画
」と「
左
は
ら
い
」が
交
わ
る
と
き
、
先
に
書
く
画
を
短
く
書
く
。

◌
長
く
書
く
と
よ
い
画
に
は
次
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
・
組
み
合
わ
せ
の「
左
は
ら
い
」と「
右
は
ら
い
」　

　
・
つ
き
ぬ
け
る
画

　（「
曲
が
り
」や「
反
り
」な
ど
も
長
く
書
く
こ
と
が
多
い
。）

◌
同
じ
方
向
の
画
が

　
三
つ
以
上
あ
る
と
き
は
、

　
画
の
間
か
く
を
同
じ

　
く
ら
い
の
広
さ
に
あ
け
る
。

1
2

外
形

点
画
の
長
さ

文
字
の
中
心

点
画
の
間
か
く

◌
文
字
の
中
心
を
見
つ
け
て
書
く
と
、

　
整
っ
た
文
字
に
な
る
。

◌「
折
れ
」

◌「
反
り
」

◌「
曲
が
り
」

・
折
れ
る
と
こ
ろ
で
、

　
い
ち
ど
止
め
る
。

　
そ
こ
か
ら

　
書
き
進
め
る

　
方
向
を
変
え
る
。

・
送
筆
で
止
め
ず
に
、

　
全
体
を
少
し
ふ
く
ら

　
ま
せ
る
よ
う
に
書
く
。

・
送
筆
で
止
め
ず
に
、

　
進
む
方
向
を
変
え
る
。

「
折
れ
」 「
曲
が
り
」 「
反
り
」

◌
三
つ
の
部
分
の
は
ば
や
高
さ
を
変
え
、
位
置
を
く
ふ
う
し
て
書
く
。

◌
点
画
の
形
や
方
向
を
変
え
て
書
く
こ
と
も
あ
る
。

三
つ
の
部
分

◌
左
右
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ

　
せ
ま
く
す
る
。

◌
左
右
の
部
分
の
点
画
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、

　「
へ
ん
」の
右
側
を
そ
ろ
え
る
。

左
右
の
部
分

◌
上
下
の
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
平
た
く

　
す
る
。

◌
上
下
の
部
分
の
点
画
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
、

　
点
画
の
形
や
方
向
を
変
え
て
書
く
。

上
下
の
部
分

◌
画
と
画
は
、

「
接
す
る
」か「
は
な
れ
る
」か「
交
わ
る
」。

点
画
の
接
し
方
・
交
わ
り
方

◌
二
つ
の
画
の
始
筆
ど
う
し
が
接
す
る

　
と
き
は
、
先
に
書
く
画
が
少
し
出
る
。

点
画
の
接
し
方
／
筆
順

1

2

４
囲
む
形
の
文
字
の
と
き
は
、

　
外
側
を
先
に
書
く
。

３
中
と
左
右
の
部
分
が
あ
っ
て
、

　
左
右
の
画
数
が
少
な
い

　
と
き
は
、
中
を
先
に
書
く
。

31

2

1 2
3

６
ほ
か
の
部
分
を
つ
き
ぬ
け
る

　「
縦
画
」は
、	

最
後
に
書
く
。

５「
左
は
ら
い
」と

　「
右
は
ら
い
」が
あ
る
と
き
は
、

　「
左
は
ら
い
」を
先
に
書
く
。

4 3

7

７
ほ
か
の
部
分
を
つ
き
ぬ
け
る

　「
横
画
」は
、	

最
後
に
書
く
。

1
2

3

２「
　
」や「
　
」な
ど
は
、

　「
縦
画
」を
先
に
書
く
。

田

王

4 3

１「
横
画
」と「
縦
画
」が

　
交
わ
る
と
き
は
、

　「
横
画
」を
先
に
書
く
。

◌
形
が
同
じ
部
分
は
、

　
筆
順
も
同
じ
。

◌
上
か
ら
下
。

◌
左
か
ら
右
。

3

1
2

31 2

◌
点
画
の
種
類
や
組
み
立
て
方
に
よ
っ
て
、
筆
順
に
は
決
ま
り
が
あ
る
。

◌
正
し
い
筆
順
で
書
く
と
、
点
画
の
つ
な
が
り
が
な
め
ら
か
に
な
り
、

　
字
形
が
整
う
。

筆
順

書
く
速
さ

◌
場
面
に
合
わ
せ
て
、
速
さ
を
考
え
て
書
く
。

◌
速
く
書
く
と
き
も
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
て
書
く
。

点
画
の
つ
な
が
り

文
字
と
文
字
の
つ
な
が
り

◌
次
の
点
画
へ
の
つ
な
が
り
を
意
識
す
る
と

　
整
っ
た
文
字
が
な
め
ら
か
に
書
け
る
。

◌
点
画
の
終
筆
か
ら
、
次
の
点
画
の
始
筆
へ
、

　
空
中
で
な
め
ら
か
に
つ
な
げ
る

　
よ
う
な
動
き
で
書
く
と
、
字
形

　
が
整
い
や
す
い
。

◌
文
字
の
終
筆
か
ら
、
次
の
文
字
の
始
筆
へ
、

　
空
中
で
な
め
ら
か
に
つ
な
げ
る
よ
う
な

　
動
き
で
書
く
と
、
字
形
が
整
い
や
す
い
。

文
字
の
大
き
さ

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
書
き
方

字
間

行
間

行
の
中
心

◌
ま
す
の
大
き
さ
よ
り
も
少
し
小
さ
く
書
く
。

◌
上
下
・
左
右
の
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
、

　
少
し
小
さ
く
書
く
。

◌
ひ
ら
が
な
は
漢
字
よ
り
も
少
し
小
さ
く
書
く
。

◌
画
数
の
少
な
い
漢
字
や
、
囲
む
形
の
漢
字（「
　
」や「
　
」な
ど
）は
、
ほ
か
の

　
漢
字
よ
り
も
小
さ
く
書
く
。

◌
用
紙
の
上
下
と
左
右
に
必
ず
余
白
を
作
る
。

◌
書
く
と
こ
ろ
の
広
さ
や
書
く
文
字
数
か
ら
、
文
字
の
だ
い
た
い
の
大
き
さ
と

　
位
置
を
考
え
る
。

口

日

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
に
は
書
き
表
し
方
を
く
ふ
う
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
文
字
の
大
き
さ
　
・
内
容
に
よ
っ
て
文
字
の
大
き
さ
を
変
え
る
。

２ 

配
列
　
　
　
　
　
・
同
じ
こ
う
目
の
書
き
だ
し
の
位
置
を
そ
ろ
え
る
。

　
　
　
　	

　
　
　		

・
内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
行
間
を
広
く
あ
け
る
。

３ 

筆
記
具
　
　
　
　
・
目
立
た
せ
た
い
と
こ
ろ
は
、	

文
字
を
太
く
書
い
た
り
、

　
　
　
　
　	

　
　
　		

色
を
変
え
た
り
で
き
る
筆
記
具
を
使
う
。

１ ◌
字
間
は
、
同
じ
く
ら
い
の
　

　
広
さ
に
す
る
。

◌
行
の
中
心
は
、
文
字
の

　
中
心
を
そ
ろ
え
る
と
整
う
。

◌
行
の
中
心
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
文
字
の
一
画
目
の
位
置
を

　
考
え
て
書
く
と
整
う
。

◌
文
字
の
は
ば
の
中
心
が
、

　
文
字
の
中
心
に
な
る
。

◌
行
間
は
、
同
じ
く
ら
い
の

　
広
さ
に
す
る
。

◌
行
間
は
、
字
間
よ
り
も
広
く
す
る
。

○
文
字
の
大
き
さ

　
・
大
き
い
…
太
く
　
・
小
さ
い
…
細
く

○
下
書
き
や
書
き
直
す
と
き
…
消
す
こ
と
が
で
き
る
筆
記
具

○
色
の
使
い
分
け
　
○
書
く
も
の（
紙
や
布
な
ど
）	

◌
筆
記
具
の
特
徴
を
知
っ
て
、

　
場
面
や
目
的
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る
。

筆
記
具
・
用
紙

余
白

「
左
は
ら
い
」 「
右
は
ら
い
」

◌「
左
は
ら
い
」

◌「
右
は
ら
い
」

筆
圧
を
だ
ん
だ
ん
弱
く
す
る
。

「
と
ん
」と
置
く
。

始
筆

送
筆

終
筆

筆
圧
を
だ
ん
だ
ん
強
く
す
る
。

い
ち
ど
止
め
て
か
ら
、
筆
圧
を
だ
ん
だ
ん
弱
く
す
る
。

軽
く「
と
ん
」と
置
く
。

始
筆

送
筆

終
筆

◌「
折
れ
」は
、

い
ち
ど
止
め
て
、

進
む
方
向
を
変
え

て
書
く
。

◌「
曲
が
り
」

送
筆（
ひ
ら
が
な
）

◌「
結
び
」

◌
ひ
ら
が
な
は
、
漢
字
や

　
か
た
か
な
よ
り
も
送
筆
部

　
分
に
丸
み
を
つ
け
て
書
く
。

令和６年度版「新編	新しい書写」

「書写のかぎ」一覧
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